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企業版ふるさと納税 に取り組みます

特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

企業が寄附を通じ、地方公共団体の行う地方創生の取
り組みを応援した場合に、税制上の優遇措置が受けら
れる仕組みです。

企業版
ふるさと納税
とは？

Q

A

　 寄附した企業には
どのようなメリットが
あるの？

Q　 どこにでも寄附
できるの？

Q　 寄附金はどのように活用されるの？

寄附額の約３割が損金算入※、
法人関係税が最大で６割控除され
ます。
また、SDGsやまちづくりなど、寄附
を通じて共に推進できます。

A 地域再生計画を内閣府に認定
された地方自治体に対する寄附が
制度の対象となります。
また、企業の本社など、主たる事業
所が所在する地方自治体に寄附を
する場合には制度の対象外となり
ます。

A 令和３年１１月に認定された「筑前町まち・ひと・しごと創生推進計画」を
もとに、企業が指定した事業に活用されます。
例えば、アフタースクール、子育て支援、健康推進、福祉、環境保全、防災など
様々な事業に充てることができます。

特に、戦跡保存活用事業については、基金に積み立てていく計画です。
整備・保存が待たれる筑前町の戦跡（３ページへ）

※損金算入 ： 法人税を計算する過程で
　経費として認められるもの
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特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

大刀洗平和記念館に展示されている
『九七式戦闘機』（世界で唯一の現存機）

掩体壕（えんたいごう）

　大刀洗飛行場には戦争当時、多く
の九七式戦闘機が飛来しており、周
辺に存在した掩体壕にも格納されて
いたと思われる。
　戦争末期には、沖縄方面への特攻
に向かう若者たちが、この地から最
終基地である知覧等を目指して飛び
立っていった。

　軍用機を敵の攻撃から守るための施設
で、太平洋戦争末期に完成した。
　陸軍大刀洗飛行場や城山周辺には数種
類の掩体壕がいくつも造られたが、現存
しているのはこの掩体壕のみである。陸
軍大刀洗北飛行場と南飛行場の中間に位
置している。
　（現住所 ： 筑前町高上９３７番地３）
　全面コンクリート製（高さ７ｍ３０ｃｍ、幅
４４ｍ）で、戦闘機等を分散・秘匿するとと
もに、敵の爆撃、銃撃の被害を最小限にと
どめるよう強固に造られている。

　戦時中は、カモフラージュするために、
掩体壕の上には土が盛られて草を生やし
ており、さらに周辺は竹林だった。
　戦後は、ながらく民間所有地として推
移していたが、陸軍大刀洗飛行場の歴史
を後世に語る、貴重な戦争遺跡として、平
成２８年に筑前町が購入し現在に至る。
　構造物の経年劣化も随所に見られ、そ
の対策および一般公開が待たれる。

　その他にも、後世に残すべき戦跡が多く残っている。
　企業版ふるさと納税の支援によって、整備できるようになることを望む。
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11/29
（月）

令和３年第３回 議会臨時会

全会一致で

【議案２件】
◇損害賠償の和解
◇令和３年度筑前町一般会計補正
　予算（第８号）
・子育て世帯への臨時特別給付金（※） 等

（※）当初、児童手当受給世帯への臨時特別給付金は10万円のうち５万円が年内に給付される
　　予定でしたが、その後、年内に10万円給付されることが決定しました（専決処分）。

特
　
集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

可決

　　臨時特別給付金の申請で、児童手当受
給世帯の中に15歳以下とそれ以上の子
どもがいた場合、通知の方法が違うため
勘違いされるのではないか。

　　15歳以下の方（プッシュ型）と16歳以上
の方（申請型）については別日に通知す
る。

質 疑 応 答
問

答
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特
　
集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

議
案
を
厳
し
く

チ
ェッ
ク
！

12
月
定
例
会
は
３
日
か
ら
10
日
ま
で
の

期
間
中
８
日
間
で
開
催
。

11
議
案
が
提
案
さ
れ
て
、審
議
の
結
果
原

案
の
と
お
り
可
決
。

甘
木 ・ 

朝
倉
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が

移
転

希声館

甘木・朝倉消防本部

問
業
務
内
容
が

減
っ
た
た
め

の
移
転
か
。

答
広
域
事
務
が
縮
小
さ
れ
て
、

現
在
は
主
に
消
防
及
び
救
急

医
療
関
係
と
な
り
、効
率
化
を
図

る
た
め
。

小
学
校
の
教
室
を
改
修

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

出
産
育
児
一
時
金
の
給
付
額
を
維
持

問
児
童
が
増
加
、

特
別
支
援
学

級
も
増
え
て
、対
応

で
き
る
の
か
。

答
通
常
・
特
別
支
援
学
級

と
も
に
児
童
が
増
え
て

い
る
。状
況
を
見
極
め
な
が
ら

対
応
を
す
る
。

産
科
医
療
保
障
制
度
の
掛
け
金
が
、令
和
４
年
１
月
１
日
か

ら
減
額
と
な
る
た
め
、条
例
を
一部
改
正
し
て
支
給
額（
42
万

円
）を
維
持
す
る
も
の
。
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特
　
集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

町
購
入
の

　
竹
の
粉
砕
機
を
貸
出
し

緊
急
通
報
ペ
ン
ダ
ン
ト

高
齢
者
の
虐
待
防
止

農
業
従
事
者
の
負
担
軽
減

そ
の
他
の
議
案

問
貸
出
し
は
個
人

も
対
象
か
。

ま
た
料
金
は
。

答
地
域
で
の
清
掃

活
動
な
ど
の
団

体
に
限
る
。

料
金
は
無
償
。

問
粉
砕
機
を
購
入

す
る
場
合
、補
助

金
等
は
な
い
の
か
。

答
現
段
階
で
は
な

い
が
、需
要
が
増

え
れ
ば
検
討
す
る
。

問
粉
砕
機
が
破
損

し
た
場
合
は
使

用
者
の
負
担
で
修
理

か
。答

規
約
を
作
成
し

て
、貸
し
出
す
際

に
説
明
を
し
、順
守
し

て
い
た
だ
く
。

問
貸
出
し
個
数

と
対
象
者
は
。

答
高
齢
者
や

障
が
い
者
等

を
対
象
に
、現
在

81
台
保
有
。

問
高
齢
者
の

虐
待
が
増

え
て
い
る
の
か
。

答
件
数
は
増
え

て
い
な
い
が
、

１
件
当
た
り
の
支

援
日
数
が
増
。

令
和
３
年
８
月
の

豪
雨
災
害
が
激
甚

災
害
に
指
定
。

町
単
独
事
業
の
復

旧
事
業
に
係
る
受

益
者
負
担
率
を

10
％
に
す
る
た
め

の
条
例
改
正
。

・ 

夜
須
中
学
校
給
食
業
務
委
託

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
０
５
０
万
円

・ 

防
災
備
品
購
入（
発
電
機
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
万
円

・ 

草
刈
り
機
購
入
　
　
　
　
３
５
０
万
円

・ 

ベ
ン
チ
抗
菌
化・非
接
触
型
ト
イ
レ
改
修
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
５
０
０
万
円

・ 

体
育
館
冷
風
機
　
　
　
　
５
８
１
万
円

・ 

プ
ー
ル・パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
６
７
３
万
円
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特
　
集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

令和３年第３回臨時会（11月29日）

令和３年度筑前町一般会計補正予算（第９号）

補
正
予
算

可
決

そ
の
他

可
決

発
議

可
決

令和３年度筑前町下水道事業会計補正予算（第２号）

令和３年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）

甘木・朝倉広域市町村圏事務組合規約の変更

筑前町議会会議規則の一部を改正する規則の制定

令和３年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第２号）

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

議員名

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

筑前町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

筑前町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定

筑前町分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定

令和３年度筑前町一般会計補正予算
（第８号）

損害賠償の和解

令和３年12月定例会（全会一致で可決）

条
例

可
決

補
正
予
算

可
決

そ
の
他

可
決

区
分

審
議
結
果

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

筑前町まち・ひと・しごと創生寄附活用事業（企業版ふるさ
と納税）基金条例の制定

筑前町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

筑前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定

横
山
　善
美

河
内
　直
子

木
村
　博
文

山
本
　久
矢

奥
村
　忠
義

山
本
　一
洋

田
口
　讓
司

深
野
　良
二

木
村
　和
彦

石
橋
　里
美

持
山
　英
幸

柳
　
　雅
明

寺
原
　裕
明

男女の議員が活動しやすい議会へ

どう変わったの？

筑前町議会の男女の議員が、活動しやすい環境整備の一環として、出産・育児・介護
など、議員活動に当たっての諸要因に配慮するため、議会への欠席事由を整備すると
ともに、母性保護の観点から、産前・産後の欠席期間を規定する。

●欠席の理由は
　「疾病または事故」
※別項で「出産」を定める

●欠席の理由を
　「公務、傷病、育児、
　看護、介護、配偶者の
　出産補助等」へ改正

●出産による欠席期間を
　明記
　「産前８週間～産後
　１０週間の範囲内」

●出産のため出席
　できないときは
   「日数を定めて届出」

これまでは こう変わりました

その他にも・・・

請願書の押印義務
を見直しました

筑前町議会会議規則の一部を改正議員発議
可決
全会一致

 

請願者の氏名の後には押印が
必須でしたが、「署名または記
名押印」でできるよう改正しま
した。
これにより、請願者の署名（自
署）があれば、押印がない場合
も受理できることとなりました。

※記名（印字やゴム印等の
自署以外のもの）は押印が
必要です。（多胎妊娠は別に定める）
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特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

溜池あなたの近くの　　　　は大丈夫？
総務建設常任委員会

水路 道路

委員会では町内各所の越水する水路、冠水する道路、国道下暗渠水路の不具合等19ヶ所
や、68ヶ所の溜池の中から、防災上改善を急ぐ溜池12ヶ所を抽出、現地を視察して関係
機関へ意見書を提出し、町民の皆さんの安心安全が守られた地域づくりの為、活動をし
ています。

※溜池・水路・その他で心配事がある方は、総務建設常任委員会までお知らせください（0946-42-6622：議会事務局）

関係者の方から情報収集 町担当課及び関係各所への意見書提出

現地調査

定例委員会で調査研究

意見書

11/26
個
性
と
活
力
に

満
ち
た
町
村
の

実
現
の
た
め
に

議
長
の
動
き

一部を
紹介

　第
65
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

に
、福
岡
県
町
村
議
長
会
副
会
長
と

し
て
参
加
し
、大
会
で
掲
げ
ら
れ
た

要
望
を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。

会場：明治記念館（東京）



9 筑前議会だより（64号）

特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

文教厚生常任委員会

見て・聴いて・町に提言！
文教厚生常任委員会では、委員会テーマ「見て・聴いて・町に提言」を信念に活動してい
ます。
７月に「中学校オンラインアフタースクール視察」、１１月に「教育課等との意見交換会」、
１２月に「不登校問題の学習会」を開催しました。

子どもたちの学びの
環境整備を

「不登校対策」などで議論

キレイになりました

見て 中学校オンライン
アフタースクール視察

聴いて 教育課・生涯学習課
との意見交換会

12/14

意見交換会の内容を具体化するため
教育支援センターの清武道男さんを
講師に招き、学習会を開催しました。

バ
ス
停
清
掃

こ
ん
な
活
動
も

や
っ
て
ま
す

（
町
内
６
カ
所
）

これからも「見て・聴いた」ことを政策　　 　 につなげます提言
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町政を問う 特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問議員からの質問に対し、町長・教育長をはじめ

担当課長からの答弁がありました。

134件
インターネット

ライブ配信アクセス数

会議録

公式の会議記録です

録画配信

◆木村  博文 議員　　　　　   Ｐ11
　行政組織改革で住民サービス向上を

◆柳　　雅明 議員　　　　　   Ｐ12
　防災情報の開示を迅速におこなえるか

◆石橋  里美 議員　　　　　   Ｐ13
　コンビニ交付の導入を

◆河内  直子 議員　　　　　   Ｐ14
　ＣＯ₂削減の目標が低過ぎるのでは

◆山本  久矢 議員　　　　　   Ｐ15
　高齢者福祉の充実を

12月議会定例会では、５名の議員
が一般質問を行い、町政全般の
現状や方針について報告や説明を
求めた。
※一般質問に関する記事は質問者自身で
　作成しています。

一般質問席にはアクリル板を設置
し、質問者の交代ごとに消毒を
行っています。そのため、
マスクを外して質問を
する場合があります。

一 質 問般
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特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問

木
村

　住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
行
政
組
織
の
機
構
改
革
を
。

町
長　
人
口
増
に
伴
う
ニ
ー
ズ

の
多
様
化
や
災
害
等
で
業
務

が
煩
雑
化
し
て
い
る
為
、機
構

改
革
は
実
施
す
る
方
向
。現
状

を
再
確
認
し
て
部
署
を
整
理

し
、施
設
の
有
効
な
活
用
を
検

討
し
た
い
。ま
ず
は
素
案
作
り

に
取
り
組
む
。

木
村
　コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
等

で
業
務
が
増
え
、職
員
の
配
置

等
は
大
丈
夫
か
。

町
長　
今
の
体
制
を
守
り
な

が
ら
、部
門
に
よ
っ
て
は
広
域

連
携
等
で
対
応
す
る
。

　県
や
国
等
に
、有
事
の
際
の

つ
な
ぎ
を
構
築
し
て
お
く
こ
と

も
重
要
。

木
村
　大
刀
洗
平
和
記
念
館

及
び
ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
運

営
を
民
間
委
託
で
。

町
長　

記
念
館
は
、公
共
的

な
人
が
運
営
し
て
い
く
こ
と
が

好
ま
し
い
。

　ち
く
ち
ゃ
ん
バ
ス
は
経
費
や

費
用
対
効
果
及
び
将
来
へ
の

展
望
等
を
、企
画
課
で
調
査

研
究
中
。

木
村
　農
林
商
工
課
に
商
工

係
の
設
置
を
。

町
長　
今
後
調
整
す
る
必
要

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

木
村
　福
祉
課
と
健
康
課
は

連
携
が
必
要
で
は
。

町
長　
本
町
の
既
存
施
設
を

有
効
活
用
し
た
機
構
改
革
を

検
討
中
。

木
村

　都
市
計
画
課
は
、積

極
的
に
町
づ
く
り
の
仕
掛
け

が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
。

町
長　

企
業
誘
致
は
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
の
影
響
が
大
き
い
。

　企
業
誘
致

係
が
な
く

な
っ
た
の

は
、災
害

対
応
等
が

大
き
な
要
因
。

　こ
れ
か
ら
先
、

総
合
計
画
の
下
で

取
り
組
み
た
い
。

木
村
　デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室

の
設
置
が
急
務
で
は
。

町
長　
デ
ジ
タ
ル
化
等
は
極
め

て
重
要
。総
合
的
な
視
点
で
今

後
取
り
組
む
。

行
政
機
構
改
革
が
急
務

公
設
民
営
化
を

積
極
的
な
企
業
誘
致

専
門
係
の
設
置

職
員
の
配
置
は
適
切
か

福
祉
課・健
康
課
等
の

体
制
強
化
を

行政組織改革で住民サービス向上を
実施する方向で考える

機構改革で組織力アップ

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
到
来

議員

き むら ひろ ふみ

木村 博文
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柳
　静
岡
県
熱
海
市
で
発
生

し
た
大
規
模
崩
壊
事
故
で
は
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
に

有
効
に
情
報
が
開
示
さ
れ
て

い
た
よ
う
だ
。本
町
は
開
示

基
準
を
策
定
し
て
い
る
か
。

環
境
防
災
課
長
　地
域
防
災

計
画
で
、安
否
情
報
提
供
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。地
域
の
防

災
活
動
団
体
に
は
、そ
の
活
動

を
支
援
し
て
い
る
。

柳

　災
害
弱
者
の
情
報
を
、

各
課
と
共
有
し
て
い
る
か
。

環
境
防
災
課
長
　災
害
対
策

本
部
で
は
、災
害
状
況
等
を
各

部
で
共
有
し
、災
害
応
急
対
策

の
方
針
を
決
定
し
て
い
く
。連

携
し
な
が
ら
情
報
を
共
有
す

る
仕
組
と
な
っ
て
い
る
。

柳

　都
市
計
画
課
で
は
、地

震
や
火
災
時
に
不
備
が
あ
る

建
物
の
情
報
交
換
を
、他
の
行

政
機
関
と
お
こ
な
っ
て
い
る

か
。

都
市
計
画
課
長
　個
人
情
報

保
護
の
観
点
か
ら
、県
の
建
築

指
導
課
、消
防
署
と
の
情
報

交
換
等
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。

柳

　違
反
建
築
物
の
調
査

に
、都
市
計
画
課
同
行
を
、今

後
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

都
市
計
画
課
長
　県
の
建
築

指
導
課
と
消
防
署
の
同
行

は
、双
方
に
法
的
根
拠
が
な

い
。消
防
用
設
備
に
関
し
て

は
、消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
る
。耐
震
基
準
に
関

す
る
情
報
な
ど
は
、強
化
の
促

進
や
、倒
壊
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
に
関
し
て
情
報
共
有
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

建
築
物
の
違
法
性
の

調
査
及
び
指
導
は

災
害
時
に
捜
索
活
動
の

た
め
の
情
報
公
開
は

柳

　後
継
者
が
い
な
か
っ
た

り
、採
算
性
が
取
れ
な
か
っ
た

り
と
、様
々
な
要
因
か
ら
離
農

が
多
く
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

集
団
で
の
継
続
に
も
問
題
を

抱
え
て
い
る
よ
う
だ
が
。

農
林
商
工
課
長
　集
落
営
農

で
農
業
機
械
等
を
共
同
所
有

し
、コ
ス
ト
削
減
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
、集
落
全
体
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
は
、地
域
の

農
業
経
営
体
の
維
持
に
重
要

で
、し
っ
か
り
と
支
援
し
て
き

た
。収
益
確
保
に
向
け
た
取

組
支
援
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

て
い
く
。

柳
　中
山
間
地
域
の
鳥
獣
被

害
が
深
刻
で
、作
物
が
全
滅

す
る
と
の
話
も
聞
こ
え
る
。駆

除
も
頑
張
っ
て
い
る
が
、採
算

性
を
考
慮
し
、さ
ら
な
る
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

小
規
模
農
家
は
今
後

生
き
残
れ
る
の
か

防災情報の開示を迅速におこなえるか
公益上、特に必要と認める限度の情報を提供できる

みなみの里で行われた【防災フェア】

議員

やなぎ まさ あき

柳   雅明
特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問
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石
橋
　交
付
状
況
は
。

住
民
課
長
　令
和
３
年
11
月

１
日
現
在
で
８
９
９
９
件
、約

30
％
。

石
橋
　交
付
が
進
ま
な
い
要

因
は
。

住
民
課
長
　カ
ー
ド
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
困
っ
て
い
な
い
。ま

た
、持
っ
て
い
て
も
利
用
す
る
機

会
が
な
い
な
ど
の
声
も
あ
る
。

石
橋
　住
民
に
対
す
る
利
便

性
の
向
上
を
図
る
た
め
、「
コ

ン
ビ
ニ
交
付
」の
導
入
を
検
討

で
き
な
い
か
。

町
長

　住
民
に
と
っ
て
も
役

場
ま
で
来
る
こ
と
は
負
担
で

あ
る
。そ
う
い
っ
た
視
点
か
ら

も
検
討
す
る
。

石
橋
　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
す
る
に
あ
た
り
、手

続
き
に
必
要
な
写
真
撮
影
等

の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
わ
せ
て
要

望
す
る
。

石
橋
　現
状
の
視
力
検
査
で

精
密
検
査
が
必
要
と
さ
れ
た

人
の
割
合
は
。

健
康
課
長
　令
和
２
年
度
実

績
か
ら
、受
診
者
２
６
６
人

中
、眼
科
要
精
密
検
査
該
当

者
６
人
、２
．２
５
％
。

石
橋

　保
護
者
の
方
へ
の
視

力
検
査
の
重
要
性
の
周
知
啓

発
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

健
康
課
長
　視
力
検
査
の
お

知
ら
せ
に
、３
歳
児
の
視
力
の

発
達
に
つ
い
て
、視
力
の
異
常

を
早
期
発
見
し
て
治
療
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
記
載
し
て
い

る
。

石
橋
　視
覚
異
常
の
検
出
精

度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、屈

折
検
査
や
斜
視
の
検
査
を
多

角
的
に
行
え
る
フ
ォ
ト
ス
ク

リ
ー
ナ
ー
を
町
の
健
診
会
場

に
導
入
で
き
な
い
か
。

健
康
課
長
　視
覚
検
査
の
精

度
を
上
げ
、充
実
し
た
健
診
内

容
と
な
る
よ
う
に
、検
査
機
器

の
導
入
及
び
検
査
体
制
の
整

備
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
便
性
向
上
策
を

３
歳
児
健
診
に
お
け
る

フ
ォ
ト
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
の

導
入
を

コンビニ交付の導入を
住民負担の視点からも検討する 議員

いし ばし さと み

石橋 里美

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
と
は
】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、住
民
票
の
写
し
や
印
鑑

証
明
書
等
を
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
取
得
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
。

※

目
は
３
歳
頃
ま
で
に
急
速
に

発
達
し
、６
歳
か
ら
８
歳
頃
ま

で
に
ほ
ぼ
完
成
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
屈
折
異
常
や
斜
視
に
伴
う

弱
視
は
、３
歳
児
健
診
や
就
学

前
健
診
等
の
機
会
に
発
見
さ

れ
ず
に
８
歳
頃
ま
で
を
過
ぎ
て

し
ま
う
と
、将
来
に
わ
た
っ
て

眼
鏡
を
か
け
て
も
視
力
が
出

な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
　集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問



14筑前議会だより（64号）

河
内
　
世
界
平
均
以
上
の
目

標
で
、Ｃ
Ｏ₂
削
減
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

町
長
　
気
候
変
動
の
影
響
を

考
え
る
と
、よ
り
高
い
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
目
標
が
望
ま
し

い
が
、既
存
の
取
り
組
み
に
加

え
、国
・
県
の
施
策
を
活
用
し
、

効
果
の
あ
る
内
容
を
検
討
し

前
向
き
に
進
め
て
い
く
。

河
内
　
国
連
も
要
請
し
て
い

る
既
存
の
石
炭
火
力
に
つ
い

て
も
、２
０
３
０
年
を
め
ど

に
計
画
的
に
廃
止
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
転
換
す
べ
き

で
は
。

町
長
　
方
向
性
と
し
て
は
全

く
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。町

と
し
て
は
、で
き
る
だ
け
自
前

で
発
電
で
き
る
装
置
等
々
の
準

備
・
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

河
内
　
今
年
、温
対
法（※

）

が
改
正
さ
れ
、努
力
義
務
と

さ
れ
て
い
る
区
域
施
策
編
を

策
定
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

環
境
防
災
課
長
　
現
時
点
で

は
予
定
は
な
い
。温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
つ
い
て
は
、第
４
次

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
事
務
事
業
編
）・
第
２
次
環

境
基
本
計
画
の
中
間
見
直
し

策
定
の
中
で
、検
討
し
て
い
く
。

気
候
危
機
は

死
活
的
な
大
問
題

河
内
　
今
後
、平
和
首
長
会

議
で
、批
准
に
向
け
計
画
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
新
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

Ｐ
Ｘ
ビ
ジ
ョン
と
行
動
計
画
を

11
月
に
ま
と
め
た
。重
点
的
な

取
り
組
み
と
し
て
批
准
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
。

河
内
　
国
の
支
給
項
目
に
ク

ラ
ブ
活
動
費
、生
徒
会
費
、Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
が
あ
る
が
、支
給
さ

れ
て
い
る
か
。

教
育
課
長
　
い
ず
れ
も
支
給

し
て
い
な
い
。研
究
し
、今
後
の

課
題
と
す
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
批
准

の
実
現
を

ＣＯ₂削減の目標が低過ぎるのでは
国の示す削減目標を着実にクリアすることが重要

子
ど
も
達
の
心
に
寄
り
添
う

心
の
ケ
ア
を

そ
の
他
の
質
問

いつまで燃やし続けるつもり

議員

か わ ち なお こ

河内 直子

（※

）温
対
法

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
。

就
学
援
助
の
充
実
を

特
　
集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問
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山
本
　
元
気
な
高
齢
者
、ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
、

体
の
不
自
由
な
方
も
い
る
。

見
守
り
対
策
は
実
施
し
て
い

る
の
か
。

福
祉
課
長
　
高
齢
者
等
の
見

守
り
は
、行
政
区
等
の
地
域
で

実
施
し
、見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
補
助

し
て
い
る
。

山
本
　
民
生
委
員
や
社
会
福

祉
協
議
会
に
よ
る
地
域
福
祉

増
進
の
活
動
内
容
は
。

福
祉
課
長
　
民
生
委
員
は
、

担
当
地
域
の
住
民
か
ら
相
談

を
受
け
、状
況
に
応
じ
た
見
守

り
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
い
る
。社
会
福
祉
協
議
会

は
、福
祉
関
係
者
と
連
携
地
域

福
祉
の
増
進
の
た
め
に
活
動

す
る
団
体
で
あ
る
。

山
本
　
町
内
の
独
居
高
齢
者

世
帯
数
、及
び
町
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の

か
。今
後
ど
の
よ
う
に
や
っ
て

い
く
の
か
。地
域
に
よ
っ
て
は

黄
色
い
旗
を
用
い
た
見
守
り

も
あ
る
よ
う
だ
が
。

福
祉
課
長
　
11
月
１
日
時
点

で
３
２
７
１
世
帯
。介
護
支
援

者
の
高
齢
化
に
伴
い
、介
護
が

難
し
く
な
っ
た
と
い
う
相
談
も

増
え
て
き
て
い
る
。

　地
域
で
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン・

通
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス・
居
宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
、住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

山
本
　
本
人
が
支
援
を
拒
否

さ
れ
た
場
合
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長
　
様
々
な
経
緯
や

事
情
等
が
あ
る
。一
概
に
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
が
、本
人
と

十
分
な
面
談
を
行
い
、必
要
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
て
様
々

な
調
整
を
行
う
。

山
本
　
今
後
と
も
、福
祉
が

必
要
な
方
、高
齢
者
を
含
め

し
っ
か
り
と
支
援
を
実
施
し

て
い
た
だ
き
、安
心
安
全
で
暮

ら
せ
る
筑
前
町
を
願
う
。

高齢者福祉の充実を
住み慣れた地域で暮らせる支援を行う

デイサービスが楽しみです

議員

やま もと ひさ や

山本 久矢

高
齢
者
の
見
守
り
状
況
は

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
は

特
　
集

議
長
あ
い
さ
つ・議
会
臨
時
会

12
月
定
例
会

議
員
発
議・議
決
結
果

議
会
活
動

一
般
質
問
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記

後

集

編　年
が
明
け
最
初
の「
う
ぐ
い

す
」は
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。こ
れ

は
、戦
跡
保
存
の
財
源
と
し
て

大
き
く
期
待
で
き
る
取
り
組
み

で
す
。国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
が
、コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
ら
れ
、

戦
跡
保
存
の
財
源
確
保
が
難
し

い
中
、効
果
的
に
活
用
で
き
る
事

業
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　「恒
久
平
和
の
町
」を
掲
げ
る

本
町
と
し
て
は
、先
人
か
ら
受
け

継
い
だ
戦
跡
を
保
存
し
て
、後
世

に
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

く
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　（ 

木
村

　博
文 

）

　「防
災
フ
ェ
ア
」と
し
て
防
災
研
修

が
行
わ
れ
、全
議
員
で
参
加
し
た
。

　区
長
・
町
内
の
防
災
士
・
地
区
役

員
等
も
参
加
さ
れ
、地
域
防
災
の
役

割
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
良
い
機

会
と
な
っ
た
。

　ま
た
、甘
木
・
朝
倉
消
防
署
の
参

加
で
、消
防
フェ
ア
が
同
時
開
催
さ
れ

た
。み
な
み
の
里
に
訪
れ
た
買
い
物

客
の
方
々
が
、は
し
ご
車
や
ミ
ニ
消
防

車
の
試
乗
、水
消
火
器
の
実
演
な
ど

に
参
加
さ
れ
、大
盛
況
と
な
っ
た
。炊

き
出
し
で
は
、お
に
ぎ
り
と
豚
汁
が

配
ら
れ
、お
い
し
い
体
験
の
も
と
閉
会

し
た
。

　今
後
も
、防
災
意
識
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み
を
期
待
す
る
。

令和４年３月定例会日程（予定）
３月２日（水）～３月11日（金）

３月４日（金）・７日（月）
※日程は変更になる場合があります

一般質問通告書は、２月16日以降、ホー
ムページで公開する予定です。
支所窓口や議会事務局でも配布してい
ます。

一般質問

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

田
中

　政
浩

石
橋

　里
美

柳

　
　雅
明

寺
原

　裕
明

木
村

　和
彦

木
村

　博
文

河
内

　直
子

地
域
防
災
の
拠
点
に

12/11
筑
前
町
防
災
フ
ェ
ア
in
道
の
駅
筑
前
み
な
み
の
里

ベンチがかまどに変身 下水に直結　防災トイレ

ドキドキ！ はしご車体験
キッチンカー mamma号に
よる「ほっと木酢」配布

マ　ン　マ

伝わる 議会だよりを届けます
議会広報特別委員会

議会をより身近に感じて
いただけるよう、「伝わる」
紙面づくりを心がけてい
ます。
皆様のご感想、お待ちして
います。

委員長
石橋里美

中学生が読んでも
分かりやすい議会だより
を目指しています！


